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六
月
二
三
日
開
催
さ
れ
た
、
東
京
都
北
区
議
会

本
会
議
に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解

決
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、
社
民
党
・
佐

藤
有
恒
議
員
が
、
公
明
党
議
員
団
、
日
本
共
産
党

首
都
東
京
の
ど
真
ん
中
、
九
線
区
（
山
手
・
京
浜

東
北
・
東
海
道
・
総
武
・
中
央
・
京
葉
・
埼
京
・
横

須
賀
・
貨
物
）
六
七
分
会
一
五
五
〇
名
組
合
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
新
橋
支
部
。

機
関
運
動
は
、
毎
月
一
回
の
執
行
委
員
会
、
隔
月

の
地
区
協
議
会
単
位
で
の
地
区
協
三
役
・
分
会
長
会

議
、
半
期
毎
の
地
区
・
分
会
組
織
対
策
委
員
会
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
闘
期
に
は
学
習
総
決
起
集

会
と
支
部
統
一
行
動
が
行
わ
れ
、
延
べ
人
数
は
組
合

員
の
半
数
以
上
が
参
加
す
る
。

教
宣
部
の
活
動
と
し
て
は
、
野
球
大
会
や
ゴ
ル
フ

大
会
の
他
、
年
間
四
〜
五
回
の
労
働
講
座
を
開
催
し

て
お
り
、
今
回
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
、
次
回
は

安
全
問
題
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
団
、
民
主
党
・
区
民
ク
ラ
ブ
、
あ
す
か
新
生

議
員
団
、
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
緑
風
ク
ラ
ブ
、
二

一
世
紀
市
民
の
会
等
を
代
表
し
て
提
案
趣
旨
の
討

論
を
行
い
、
一
部
会
派
（
自
民
党
）
を
除
く
賛
成

日本共産党議員団と 社会フォーラム議員団と

多
数
で
三
度
目
の
採
択
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
国
労
上
野
支
部
（
玉
之
内
明
徳
委

員
長
）
が
提
出
し
て
い
た
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の

早
期
全
面
解
決
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

陳
情
」、
並
び
に
、
国
労
尾
久
・
赤
羽
地
区
協
議
会

（
秋
山
明
議
長
）
が
、
去
る
六
月
二
日
に
提
出
し
て

い
た
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
に
基
づ
く
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳

た
。浜

田
さ
ん
は
、
一
九
七
一
年
四
月
二
〇
日
に

東
京
地
方
本
部
に
採
用
さ
れ
、
地
方
本
部
の

様
々
な
部
署
の
担
当
を
歴
任
さ
れ
た
の
ち
、
国

労
会
館
東
京
事
業
部
の
担
当
と
な
り
、「
が
ん
保

険
」
並
び
に
「
国
労
東
京
互
助
会
」
運
動
の
中

心
的
存
在
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

定
年
を
迎
え
ら
れ
、
職
場
を
去
る
事
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

情
」
に
つ
い
て
も
、
二
〇
日
の
企
画
総
務
委
員
会

で
自
民
党
を
除
く
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
、
同
日

の
本
会
議
で
改
め
て
自
民
党
を
除
く
賛
成
多
数
で

採
択
さ
れ
た
。

今
回
の
意
見
書
採
択
に
よ
り
、
全
国
で
六
五
七

自
治
体
、
九
四
七
本
（
一
七
都
道
府
県
・
一
八
九

市
・
三
八
一
町
・
五
七
村
・
一
三
特
別
区
）
と
な

っ
た
。

職
場
労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
、
山
手
線
内
の
職

場
は
合
理
化
の
進
行
に
よ
り
労
働
密
度
が
濃
く
、
例

え
ば
Ｍ
Ｖ
三
〇
導
入
後
、
出
札
職
場
で
は
お
客
様
が

常
時
並
び
っ
放
し
の
状
態
と
な
り
、
改
札
で
は
保
守

業
務
が
増
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
再
雇
用
の
場
の
確

保
と
い
う
中
で
、
改
札
の
業
務
委
託
も
進
ん
で
い
る
。

今
の
職
場
は
、
権
限
が
ゼ
ロ
で
責
任
が
全
部
社
員
に

と
い
う
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
な
問
題
も

起
き
て
い
る
。
更
に
、
ま
だ
ま
だ
只
働
き
の
実
態
も

あ
り
、
労
基
法
・
労
安
法
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
取

り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い
。

篠
崎
委
員
長
は
「
組
織
拡
大
に
向
け
、
自
分
た
ち

の
生
き
様
に
自
信
を
持
ち
、
遠
慮
な
く
言
い
合
え
る

信
頼
関
係
を
構
築
す
れ
ば
、
国
労
は
必
ず
増
え
る
し

増
や
し
て
行
き
た
い
」
と
、
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
国
労
新
橋
支
部
教
宣
部
長
・
青
柳
義
則
）

東
京
地
本
の
書
記
で
、
国
労
会
館
東
京
事

業
部
の
担
当
を
し
て
い
た
浜
田
茂
雄
さ
ん
が
、

六
月
三
〇
日
付
け
で
定
年
退
職
と
な
り
ま
し

ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書

国鉄改革法により国鉄がＪＲに移行して、１８年が経過した

が、今日に至るまでＪＲ不採用問題が解決していない状況は憂

慮すべき事態にある。

平成１５年１２月２２日、ＪＲ不採用事件の最高裁判決が出

され「ＪＲは職員採用において責任を負わない」との判断が示

されたが、昨年６月、ＩＬＯ（国際労働機関）理事会は「日本

政府に対し、かつて、この問題解決のために一度は大勢となっ

た政治的・人道的見地の精神に立った話し合いを、全ての関係

当事者との間で推進するよう勧める」との結社の自由委員会報

告を採択した。

わが国は「結社の自由及び団結権の保護に関する条約」及び

「団結権及び団体交渉権についての原則の適用に関する条約」

などのＩＬＯ条約を批准しており、ＩＬＯ勧告に誠実に対応す

べきと考える。

また、国鉄の民営化が国策の中で進められたことを勘案する

と、人道的見地からも円満な解決が求められている。

よって、本区議会は政府に対し、ＪＲ不採用問題の早期解決

に向けて、さらなる努力を求めるものである。

右、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

平成１７年６月２３日

東京都北区議会議長　藤田　隆一

内閣総理大臣　小泉純一郎　殿

厚生労働大臣　尾辻　秀久　殿

国土交通大臣　北側　一雄　殿

支
部
役
員
の
皆
さ
ん

春
闘
時
の
支
部
統
一
行
動
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衆
議
院
議
員
会
館
で
「
二
％
都
労
委
勝
利
命
令
と
今

後
の
課
題
」
と
題
し
、
担
当
弁
護
士
の
堀
先
生
を
講

師
に
学
習
会
を
開
催
し
た
。
堀
先
生
は
、「
都
労
委

の
命
令
は
、
国
労
の
主
張
を
全
て
受
け
入
れ
た
命
令

で
あ
る
」
と
切
り
出
し
た
上
で
「
会
社
の
姿
勢
は
、

立
証
を
事
実
上
放
棄
し
、
都
労
委
を
解
決
の
場
と
し

て
考
え
て
い
な
い
」
と
し
、「
労
働
委
員
会
制
度
を

否
定
す
る
対
応
に
終
始
し
た
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て

今
後
の
課
題
と
し
て
、
救
済
内
容
の
問
題
で
東
京
地

裁
に
「
救
済
内
容
の
取
消
訴
訟
を
お
こ
し
た
が
、
早

期
解
決
に
向
け
た
闘
い
で
あ
る
」
と
し
、
会
社
の
動

向
を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
と
し
た
。（
貨
物
情
報

よ
り
転
載
）

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
四
日
、
昨
年
よ

り
わ
ず
か
〇
・
〇
五
カ
月
分
多
い
、「
一
・
八
カ
月
、

七
月
五
日
支
払
い
、
プ
ラ
ス
一
万
円
」
の
回
答
が
行

わ
れ
た
。

六
月
一
七
日
、「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
第

六
次
勧
告
（
〇
四
年
六
月
一
八
日
）
一
周
年
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
、
田
町
・
交
通
ビ
ル
六
階
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
委
員
会
議
長
・
前
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
・
前
マ
レ

ー
シ
ア
上
院
議
員
の
ザ
イ
ナ
ル
・
ラ
ン
パ
ッ
ク
氏
の

特
別
参
加
を
得
た
。

本
部
・
吉
田
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
ザ
イ
ナ

主
催
者
挨
拶
に
た
っ
た
本
部
・
久
保
業
務
部
長

は
、「
成
果
主
義
賃
金
制
度
は
明
確
に
破
綻
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
上
で
「
〇
五
春
闘
に
お
け
る
到
達
点

を
踏
ま
え
、
夏
季
手
当
要
求
実
現
に
向
け
て
本
部
も

奮
闘
す
る
」
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
安
全
問
題
に
触
れ

「
利
益
第
一
主
義
、
効
率
化
一
辺
倒
の
経
営
姿
勢
が
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
痛
ま
し
い
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
」

と
し
、「
本
部
も
、
安
全
問
題
で
の
調
査
活
動
を
強

化
し
、
国
交
省
に
対
し
、
必
要
な
指
導
と
改
善
を
求

め
て
い
く
」
と
の
決
意
を
表
明
し
た

引
き
続
き
全
国
貨
物
協
議
会
久
松
議
長
は
、「
夏

季
手
当
に
お
け
る
交
渉
経
過
」
に
つ
い
て
触
れ
、

「
会
社
の
社
員
犠
牲
、
低
額
回
答
を
許
さ
な
い
」
闘

い
の
強
化
を
訴
え
た
。

更
に
各
地
方
か
ら
職
場
実
態
、
生
活
実
態
を
踏
ま

え
、
力
強
い
闘
う
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
行
動
に
引
き
続
き
、
午
後
か
ら

ル
・
ラ
ン
パ
ッ
ク
氏
か
ら
の
挨
拶
と
報
告
を
受
け
た

後
、「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧
告
履
行
は
日
本
政
府
の
責
任
、
日

本
政
府
を
動
か
す
力
を
ど
う
生
み
出
す
か
」
と
い
う

課
題
で
の
パ
ネ
ル
討
論
に
移
っ
た
。

和
田
茂
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
部
長
の
司
会

で
始
ま
り
、
ラ
ン
パ
ッ
ク
氏
は
「
近
々
開
催
さ
れ
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
会
議
で
、
日
本
政
府
に
対
し
、
早
期

解
決
を
図
る
決
議
を
採
択
す
る
よ
う
加
盟
労
組
に
働

き
か
け
国
際
的
に
圧
力
を
か
け
て
い
き
た
い
」
と
し
、

国
労
常
任
弁
護
団
の
宮
里
邦
雄
弁
護
士
は
「
政
府
の

解
決
の
推
移
を
見
守
る
が
、
事
態
の
打
開
の
た
め
に

新
た
な
訴
訟
も
視
野
に
入
れ
検
討
を
進
め
て
い
る
」

と
述
べ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
連
絡
会
代
表
世
話
人
の
牛
久
保

秀
樹
弁
護
士
は
「
Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
日
本
政
府
に
対
し
、

勧
告
を
履
行
す
る
ま
で
働
き
か
け
を
続
け
る
」
と
の

意
思
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
し
、「
勧
告
を
履
行

し
な
い
日
本
政
府
の
態
度
は
国
際
的
に
も
『
モ
ラ
ル

の
な
い
国
』
と
見
ら
れ
大
変
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
」

と
指
摘
し
た
。

国
労
本
部
の
酒
田
委
員
長
の
報
告
・
意
見
の
後
、

中
山
和
久
・
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
、
中
里
忠
仁
・

国
鉄
闘
争
支
援
中
央
共
闘
会
議
議
長
、
神
宮
義
秋
・

国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
議
長
か
ら
感
想
・
意

見
・
決
意
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
、
最
後
に
、
田
中
浅

雄
副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉

会
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
周
年
シ
ン
ポ
に
て

「
夏
季
手
当
満
額
獲
得
」「
安
全
・
安
定
輸
送
の

確
立
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
六
月
一
〇
日
開
催
さ
れ
た

「
六

・
一
〇
貨
物
総
行
動
」
に
は
、
関
東
各
旅
客
・

貨
物
組
合
員
、
静
岡
、
名
古
屋
の
貨
物
・
旅
客
組
合

員
な
ど
、
約
一
五
〇
名
が
結
集
し
た
。

６月７日、第３３回国労東京委員長杯争奪軟式野球大会のキャプテン会議を開催。組み合わせ

抽選が行われ、以下のような組み合わせとなった。また当日、若干の規則改正も行われた。改正

された資料を踏まえて参加するようにされたい。

六
・
一
〇
貨
物
総
行
動


